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 令和５年度 霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー 

児童福祉基礎研修実施要綱 

霧島市地域密着型サービス事業者連合会 

 

１．研修の目的 

 現在、「霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー（ＬＳＷ）」は「まちかど介

護相談所」と称し高齢者に対し 24 時間 365 日の地域での生活支援の機能を活用し、

総合相談機能や地域の関係づくり、集まり場づくり、虐待への緊急対応など生活を継

続するうえでの「安心」を支援するための拠点となることが求められている。その為

に、地域に密着したセーフティネットを構築し、かつ、個々の介護職員としての資質

の向上を図っている。 

身近な地域において 3 世代、4 世代が同居しているケースもあり、家族として抱え

ている課題も複雑化・深刻化している場合も少なくない。すべての子どもがその心身

の健やかな成長・発達・自立が図れ、家庭や地域において、豊かな愛情に包まれなが

ら、夢と希望を持って未来の担い手として、個性豊かにたくましく育っていくことは

誰もが持つ願いである。 

この研修を通して児童福祉に関する知識と子どもやその親、そしてその子ども達を

取り巻く環境を学び、身近な地域総合相談ができる人材の育成を目的とする。 

 

２．研修の名称  

「霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー児童福祉基礎研修」 

 

３．実施場所・研修期間 

  実施場所：霧島市国分公民館３階 大会議室 他 

〒899-4332 

霧島市国分中央三丁目 45-1（国分シビックセンター内） 

電話:  0995-64-0920 

その他、会場の都合により変更もあります。 

実施期間：令和 6年 1月 26日(金)～令和 6年 3月 5日(火) 

 

４．受講対象者 

   (１)または(２)、及び（３）にあてはまる者 

（１）現在、霧島市地域包括ケアライフサポートワーカーとして活動している者 

（２）現在、第８期地域包括ケアライフサポートワーカー養成研修を受講中の者 

（３）研修全課程をすべて受講できる者 

 

５．カリキュラム（別紙） 

 

６．募集人員  20人（申込者多数の場合、受講できない場合があります） 

 

７．受講料   ５，０００円 

 ※現在、第 7期ライフサポートワーカー養成研修受講中の方は２，５００円 
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８．養成後の地域包括ケア・ライフサポートワーカーの役割 

  研修修了時に、ライフサポートワーカー児童福祉基礎研修の修了証及び霧島市の

「ライフサポートスーパーバイザー認定証」（「ライフサポートスーパーバイザー認

定証」については、障がい者福祉基礎研修を修了していること）を授与し、以下の

活動に取り組む。 

（１）身近な地域の障害者に関する介護・生活相談援助 

（２）行政・地域包括支援センター・各関係機関との連携 

 

９．募集案内の方法 

  霧島市ケア・ライフサポートワーカー在籍事業所へメール及びＦＡＸ 

 

1０.申込方法等 

  申 込 書：別紙「霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー児童基礎研修受

講申込書」により申込む（直接又は郵送） 

 

  申 込 先：霧島市地域密着型サービス事業者連合会事務局 

 

   募集締切：令和 6 年 1月 22 日 (月) 午前中 

  ※第 8 期地域包括ケアライフサポートワーカー養成研修受講者については 2 月 13 日(火)を
締切と致します。 

 受 講 料：締切日までに次の口座まで振り込む（振込手数料は、各事業所負担） 

 

金融機関名 宮崎銀行 国分支店 【普通】 １７９６１ 

口座名義人 霧島市
きりしまし

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

連合会
れんごうかい

 代表
だいひょう

 黒岩
くろいわ

尚
なお

文
ふみ

 

         

 

12．実施主体 

   霧島市および霧島市地域密着型サービス事業者連合会 

    【事務局】霧島市地域密着型サービス事業者連合会 

         地域サポートセンターよいどこい 内 

         〒899－4346 

         鹿児島県霧島市国分府中町１７番８号 

℡0995-48-8877 fax0995-48-8880 

         E-mail roman.nishi@chorus.ocn.ne.jp 
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令和 5年度 ライフサポートワーカー児童福祉基礎研修カリキュラム表 

実施場所：霧島市国分公民館 3階 大会議室 

 〒899-4332 鹿児島県霧島市国分中央三丁目 45-1（国分シビックセンター内） 

電話 0995-64-0920   ※会場の都合により変更有 

 

日程 時間 タイトル 講師 

【1日目】 

1月 26日(金) 

国分公民館 

大会議室 

13:30～17:00 

大牟田市での実践 

「ひと」と「ひと」、 

「ひと」と「場」を繋ぐ 

認知症コーディネーター 

白川病院 

猿渡 進平 氏 

【2日目】 

2月 9日(金) 

国分公民館 

大会議室 

13:30～17:00 
誰もが地域でその人らしく普通に暮

らせる地域社会を目指して 

ちば地域生活支援舎 

太宰 寛 氏 

【3日目】 

2月 20日(火) 

国分公民館 

大会議室 

13:30～14:30 霧島市の児童、生徒の状況について 

霧島市教育委員会 

教育部長 

池田 宏幸 氏 

14:30～15:00 
霧島市こども発達サポートセンター

(あゆみ)の役割について 

霧島市こども発達サポートセンター 

所長 重留 真美 氏 

15:10～15:40 すこやか保健センターの役割について 
  すこやか保健センター 

保健師 小島 ひとみ 氏 

15:40～16:40 
発達にちがいのある子どもの特性と

支援について 

障がい児通所支 援施設まっぷ 

管理者 村岡 伸祥 氏 

16:40～17:00 まとめ・振り返り 
霧島市地域密着型サービス事業者連合会 

    代表 黒岩 尚文 氏 

【4日目】 

3月 5日(火) 

国分公民館 

大会議室 

13:30～14:30 
今の時代を生きる子供たちの悩みと

現状 

霧島市教育委員会心の相談員 

林 優生乃 氏 

14:30～15:30 「自然と人が育む子どもの育ち」 

里山のようちえん 

にじいろタペストリー 

代表 吉留 文佳 氏 

15:40～16:40 
『不登校』を通してみんなで考える

“こどもまんなか社会”の在り方 

SLOTHきりしま 

瀬口 康平 氏 

16:40～17:00 まとめ・振り返り 
霧島市地域密着型サービス事業者連合会 

    代表 黒岩 尚文 氏 

研修終了後 修了証・認定証授与式  


